
































































機関紙を発行した。代表的なものとして Jeunes Sydicalistes de France（フランスの若きサンディ
カリスト）の月報 Le Cri des jeunes Sydicalistes（若きサンディカリストの叫び）（副題が 3 度変
わったため各副題ごとに刊行年を記す。Bulletin mensuel des jeunesses Syndicalistes de France：
刊行年（以下省略）1913-1914；Bulletin mensuel des jeuness Syndicalistes de France：1919-

















l’Humanité（1921-1933），Bulletin de la Fédération jurassienne de l’Association international des 
Travailleurs（1872-1878），Journal official de la République francaise（1870-1871），Le Moniteur 
universel（1848-1849），La Tribune des Mineurs（1964-1967）がある。
　他にも単純にフランスという枠にとらわれないとして，第一インターナショナル（国際労働者協
会）の機関紙 L’Avant-Garde：Organ de la Fédération francaise de l’Association internationale 
des Travailleurs（1877-1878）や，国境地帯で工業が盛んであったワロン地域で発行されていた Le 
Mirabeau（1876-1879）も本研究所のみ所蔵である。
2　ドイツ語












イツ社会主義の 2 大潮流であった全ドイツ労働者協会（ADAV）の機関紙 Social Demokrat の一
部（1871）とアイゼナハ派の Volksstaat（1869-1876）が重要である。Neue Social Demokrat（Social 
Demokrat の後継紙）（1874-1876）と Volksstaat は，1876 年 9 月末まで中央機関紙という性格を有
していたが，社会主義者の社会主義労働者党への合流の後の 10 月 1 日に Vorwärts に統一され
た（５）。中央機関紙 Vorwärts はドイツ近現代史研究では周知の史料であるが，19 世紀発行のものの
うち意外にも本研究所のみ所蔵のものがある。地方紙である Berliner Volksblatt：Organ für die 
Interessen der Arbeiter（ベルリン）（1884-1890）とその後継紙 Berliner Volkstribüne：Social-
Politisches Wochenblatt（1888-1892）や，Freie Presse（エルバーフェルト）（1891），Westfälische 










れはドイツに於いては 1878 ～ 1890 年の社会主義
者鎮圧法施行下と 1933 ～ 1945 年のナチス政権下
の亡命によるものである。例えば，アナーキズム
に傾倒し，K・マルクスに対抗したヨハン・モス
トが 1879 年に発行した Freiheit（1879-1908）（８）は
ロンドンにおいてドイツ語で発行された。社会主
義者鎮圧法施行下にチューリッヒで発行されてい
たドイツ社会民主党機関紙 Der Sozialdemokrat（中央機関紙 Social Demokrat とは異なる）（1879-
1890）も当時の社会民主党の動向を知るうえで重要である。モスクワにおける Moskauer 
Rundschau（1930-1933）は大恐慌期のソ連との関係を研究するうえで有益な史料である。
　共産党機関紙 Die Rote Fahne（1919-1932）も当研究所にのみ所蔵されている巻号があり，ドイ
ツ共産党系の新聞としては Arbeiter Illustrierte Zeitung（1926-1933）も有している。他にも，フ
ランクフルト・アム・マイン・メディア組合（Frankfurter Societäts Medien GmbH.）発行の Das 
Illustrierte Blatt（1923-1926），ドイツ自由労働者同盟（Freie Arbeiter-Union Deutschlands）の機
関紙 Der Syndikalist（1923-1932）も当研究所のみ所蔵である。








　アメリカ合衆国内で発行されたものは，9 点あるが，ニューヨークとシカゴという 2 大都市に集
中している。
　アメリカにおける労働組合は「職人」の組合としての性格が強く，1886 年に設立されたアメリ
カ労働総同盟（American Federation of Labor，AFL）が職能別組合であり，政治運動に否定的で








年に政治に積極的にコミットする産業別組織会議（Congress of Industrial Organisations，CIO）
が設立された（９）。
　労働運動が盛んであったシカゴでは，シカゴ労働同盟（Chicago Federation of Labor）の
Federation News（1924-1936），政治活動の是非をめぐる論争で分裂し，シカゴに拠点を置いてい
た IWW の機関紙 Industrial Solidarity（1922-1930），アメリカ社会党（Socialist Party of America）
の機関紙 American Appeal（1926）などが発行された。
　ニューヨークでは，New Solidarity（1974-1979）や，International Union of Mine-mill and 
Smelter Worker の機関紙 Mine-mill Union（1957-1967）が発行された。また合衆国に移住した社
会主義者による活動も機関紙によって確認できる。ニューヨークで発行された Der Anarchist
（1891-1893）やドイツ共産主義アナーキスト同盟の機関紙 Der freie Arbeiter（1904-1931），ドイ



































National Union of Mineworkers（１５））の機関紙 Scottish miner（1966-1985）は，サッチャー新自由主
義政権下の 1984 年のスコットランドにおける炭坑ストライキの経緯を知る貴重な一次史料である。
　他にも，独立労働党の機関紙 The Clarion（1920-1928），共産党の機関紙 The Communist（1919-），
British weekly and Christian Record（1922-1927），Forward（1921-1931），Daily Herald（1921-






















夫「ドイツ労働史・労働運動史研究」『大原社会問題研究所雑誌』No.512，（2001 年 7 月号）。
Magyar vasutas（ハンガリーの鉄道従業員）
